
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ユリア・オーランティカ

人間

神官

10

3850

剣の加護/運命変転

女 16

身体に傷跡がある
両親に愛されて育った
師と呼べる人物がいる

4

8

9

5 9 1

3 1 2 10 1

9 3 20 3

9 4 21 3

11 8 28 + 2 5

11 7 27 4

コンジャラー

プリースト

レンジャー

セージ

2

10

1

8

鋭い目

弱点看破

魔法拡大/数

魔法拡大/確実化

MP軽減/プリースト

魔法誘導

魔法収束

2120

2121

226

226

223

223

227

巨人語

交易共通語

神紀文明語

ドラゴン語

ドレイク語

汎用蛮族語

魔神語

魔法文明語

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

魔剣の解放者

有名レストランのお得意様

ノノ・バニラッテ

「友人」ホルス・クロイツァー

「知り合い」ガヌーヴァ

「コネ」マギテック協会

「知り合い」ユリウス＝クラウゼ

「友人」エピタフ

「知り合い」グラハム

武器類専用化

三つ首落とし

「雷龍を駆る覇者」 

50

5

100

300

50

100

500

300

50

200

30

50

144 1879

0

0

0

0

チェインメイル 

タワーシールド

18

17

-1

0

-1

6

2

1

9

魔剣『グリアレイター』 2H 17 1 1 10 1 27

魔晶石

冒険者セット

保存食x10

魔香草

ランタン

魔香水

月光の護符
スカーレットポーション

1420

3 12 36 -1 9 53

14 0 13 14 65

操霊魔法

神聖魔法

2

10

7

15

とんがり帽子

女神のヴェール 専用化

勇者の証:心

祈りのアミュレット

英雄のマント

聖印,マナリング

ブラックベルト 専用化

天使の靴

薔薇のチョーカー、魔法の発動体、

能力値増強の腕輪（知力）

魔物知識判定+1 クリスに譲渡してる時あり

回復魔法使用時C値10で振り足し可能 MP

HP回復量+1

ブレスダメージ2点軽減

魔法ダメージ＋1

防護点+1  HP

薔薇：壊すとダメージ2点軽減

知力+２、破壊すると+14

幼少期に故郷の村が蛮族の襲撃を受ける。
成長した今でも肩に残る大傷を受けるが、愛すべき両親の命と引き換えに森へと逃げ延びることに成功する。
ふらふらと森を彷徨い気を失っているところを一人の冒険者に拾われる。
治療の為にと立ち寄ったジレットでしばらく冒険者と共に過ごし、学者でもあった彼(もしくは彼女）をユリアは「師匠」と呼び様々なことを
学ぶようになった。

数年後、師匠は再び冒険の旅に、プリースト技能が目覚めたユリアはジレットにある神殿に預けられることとなる。
ユリアなりに己の考える信仰を守り神殿仕えをしていたが小さな町では、できることに限りがあると考え外の世界に目を向けるようになる。

※ユリアは村を襲った蛮族がどういったものかは覚えていません。
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